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ＯＰＥＣプラス、11月も減産縮小維持へ　原油80ドル回復でも

［ロンドン／モスクワ　２９日　ロイター］ - 北海ブレント原油先物が一時８０ドルを回復し、原油供給

拡大を求める声が高まる中、石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）とロシアなど非加盟産油国で構成する「ＯＰＥ

Ｃプラス」が来週４日の閣僚級会合で、今年７月に合意した毎月日量４０万バレルずつの減産縮小を１１

月も維持する可能性が高いことが関係者の話で分かった。

関係者は「現時点では日量４０万バレルの減産縮小計画が維持される」と述べた。

ＯＰＥＣプラスはこの日、合同専門委員会（ＪＴＣ）を開催。ＯＰＥＣのバーキンド事務局長は開会の挨

拶で、ＯＰＥＣプラスの現在の合意は原油市場のバランス維持に役立っていると述べた。

関係者によると、４日にオンラインで行われる閣僚級会合ではＪＴＣの市場調査結果を受けて最終判断が

下されるという。

ロイターが入手した資料によると、ＪＴＣは基本シナリオとして、２０２２年に日量１４０万バレルの供

給過剰を想定。前回の日量１６０万バレルの供給過剰からやや下方修正された。２１年は日量１１０万バ

レルの供給不足となる見通し。

石油需要見通しは２１年で日量約６００万バレル増、２２年で日量４２０万バレル増を見込んだ。
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世界の石油需要、来年初めにはコロナ前の水準に＝業界会合

［シンガポールドル　２７日　ロイター］ - 世界の石油需要が来年初めには新型コロナウイルス

流行前の水準に達するとの見方が、プラッツ主催のＡＰＰＥＣ２０２１会議で２７日、業界関係

者から示された。ただ、製油の余剰能力が精製マージンを圧迫するとの指摘も出た。

一部の国では新型コロナの流行が、ジェット燃料など一部の石油製品の需要回復の重しとなって

いるが、ガソリン・軽油の消費は増加する傾向にあるという。

ＢＰシンガポールのユージン・レオン社長は「当社では需要の回復で精製マージンが改善してい

る。ただ、世界全体で見れば、未稼働施設がまだ多い」とし「（製油の）余剰能力がマージンを

やや圧迫するだろう」と述べた。

また「今年だけで、一部の巨大な製油・石油化学施設が稼働を開始しており、製油業界の見通し

は厳しい」との見方も示した。

ただ、今後は需要の回復で、製油業者の利益が押し上げられ、生産再開や新規生産の余地が生じ

るとみられている。

米石油・ガス生産ヘスのグレッグ・ヒル社長は、世界の石油需要が今年末から来年初めにかけ

て、新型コロナ流行前の日量１億バレルに拡大するとの見通しを示した。
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2023年の石油需要は19年を上回る、35年以降は停滞＝ＯＰＥＣ

［ロンドン　２８日　ロイター］ - 石油輸出国機構（ＯＰＥＣ）は２８日、２０２１年世界石油

見通しを発表し、２０２３年の石油使用量は新型コロナウイルスのパンデミック（世界的な大流

行）前の２０１９年を上回るとした。

昨年の見通しでは、世界の石油需要が２０１９年の水準を超えるのは２０２３年ではなく２０２

２年としていた。

ＯＰＥＣのバーキンド事務局長はその序文で「エネルギーおよび石油需要は２０２０年に大幅に

落ち込んだが、２０２１年には大きく回復した。長期的には継続的な拡大が予測される」と記し

ている。

一方、パンデミックによる消費者行動の変化や電気自動車との競争を理由に、長期的な石油需要

の見通しは引き下げ、世界の石油需要は２０３５年以降、停滞すると予想した。

２０２３年の石油使用量は日量１７０万バレル増の日量１億０１６０万バレルと予想。一方、２

０３０年の需要は日量１億０６６０万バレルと、２０２０年の実績から日量６０万バレル減少す

る予想となっている。
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世界石油需要、2030年以前にピークに＝仏トタルエナジーズ

［パリ　２７日　ロイター］ - フランスのトタルエナジーズは２７日公表の年間エネルギー予測

で、世界石油需要は２０３０年以前にピークに達するとし、３０年ごろとしていた従来予想より

ピーク到達時期を早めた。

同社は、世界の石油消費は２０年代末よりも前に縮小し始めるとの想定で事業を行っていると述

べた。

政策や慣習の変化次第では、世界石油需要は５０年までに日量４０００万─６４００万バレルに

減少するとの見方を示した。

国際エネルギー機関（ＩＥＡ）によると、新型コロナウイルス感染発生前の１９年の世界石油消

費量は日量９９７０万バレルだった。

一方、トタルエナジーズは、二酸化炭素（ＣＯ２）回収とメタンガス排出制御技術の進展に伴

い、燃料としては天然ガスへのシフトが続くと予想した。

同社は５０年までに世界の発電量は倍増すると予測。増加分の８６％超は風力と太陽光発電に

よって賄われるだろうとしている。


